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私たちが学んできた「ヒューマンサービス」は、一人ひとりが垣根を超えて、人を理解し、

目の前の人とともに、お互いに成長し合うことと考えました。 

このヒューマンサービスの理念を私たちは自ら考え、行動するために、学科にこだわ

ることなく、ひとつの同窓会をつくることとしました。同窓会が、私たちお互いの縁を

つくり、私たちの知恵や経験が自由に行きかう「場所」、息抜きもできて、ほどよく遊

べる「場所」となって育ってくれることを願っています。  

誕生したばかりの同窓会が、色々な人に支えられながら、ゆっくりと成長していけれ

ばと思います。お一人おひとりの参加と、温かい眼差しをいただきますよう、よろしく

お願いいたします。 

同窓会設立には多くの皆さまのお力添えがありました。この場を借りてお礼申し上げ

ます。ありがとうございました。 

神奈川県立保健福祉大学同窓会 会長 薬師寺朴 
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平成 25 年度事業報告 

（平成 25 年 11 月 30 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

 

１．設立総会 

 平成 25年 11月 30日に設立総会を開催し、審議の結果、満場一致で可決され、同窓会が

設立された。 

（１）概要 

日程 平成 25年 11月 30日（土） 

内容 

 

＜設立総会＞ （14時から 14時 30分、会場：講堂） 

① 設立経過報告 

② 議長の選出について 

③ 議事録署名人の選出について 

④ 設立趣意書及び規約（案）について 

⑤ 同窓会役員の選出について 

⑥ 今後の同窓会の流れについて 

【議長】小柳津亮太（社会福祉学科５期） 

【議事録署名人】黒川知昭（社会福祉学科６期） 

中島亜衣（社会福祉学科７期） 

【資料説明】薬師寺朴（社会福祉学科１期） 

 

＜設立記念式典＞ （14時 30分から 15時 30分、会場：講堂） 

① 同窓会会長挨拶 

② 来賓紹介 

・県立保健福祉大学 学長 中村丁次 

・県立保健福祉大学 名誉学長 阿部志郎 

・県立保健福祉大学 顧問 山崎美貴子 

・県立保健福祉大学を支援する会 会長 小沢一彦 

・横須賀市福祉部長 星野 雅一 

・県横須賀三浦地域県政総合センター 所長 水田豊人 

・県立保健福祉大学 副学長 茂木吉晴 

・県立保健福祉大学 進路支援委員会 委員長 河幹夫 

③ 来賓祝辞 

・県立保健福祉大学 名誉学長 阿部志郎 

・県立保健福祉大学 顧問 山崎美貴子 

・県立保健福祉大学を支援する会 会長 小沢一彦 

・横須賀市福祉部長 星野 雅一 

④ 記念講演 

・神奈川県立保健福祉大学 学長 中村丁次 

【司会】看護学科３期 荏原優子 
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＜交流会＞ （16時から 17時、会場：管理・図書館棟２階大会議室） 

○卒業生が各期に分かれて日頃の情報交換を行った。 

＜懇親会＞ （17時 30～18時 30分、会場：食堂） 

○卒業生、教員、来賓の親睦を深めた。 

委任状 卒業生 1700名に案内状を送付し、450通の委任状が提出された。 

出席者 100名 

 

（２）役員 

 設立総会で以下の役員が選出された。 

任期 平成 25年 11月 30日～平成 27年 11月 29日 

役職・氏名 【 会 長 】  薬師寺朴（社会福祉学科１期） 

【副会長】  大曾根希（看護学科１期） 

【事務局長】 齋藤真哉（社会福祉学科２期） 

【 書 記 】  前田優（リハビリテーション学科作業療法学専攻１期） 

【 会 計 】  伊森由美（社会福祉学科２期） 

熊倉明日香（栄養学科２期） 

【 監 査 】  藤井伸行（リハビリテーション学科理学療法学専攻１期） 

高橋幸子（看護学科１期） 

 

（３）会員 

 平成 25年度の会員数は以下のとおりである。 

正会員 120 

特別会員 4 

賛助会員 0 

 

２．活動内容 

（１）卒業生支援・在校生支援 

 同窓生が情報交換できる交流の場を設け、緩やかなつながりを作り、公私のさまざまな

場面で同窓生同士が連携できるようになることを目指し取り組んだ。 

在校生の学生生活や就職面でのサポートを、大学と協力して取り組んだ。 

日程 主な内容 

平成 25年 11月 30日 設立総会の時に、卒業生の交流会を企画した。 

平成 26年３月８日 卒業式に会長が出席したほか、同窓会入会受付を設け、入会促

進を行った。 

 

 

 

 

 



 
5 

（２）情報発信・会員名簿の管理 

 同窓会活動の基盤として同窓生名簿の作成・管理を行った。 

日程 主な内容 

平成 26年３月８日 （１）再掲。８期生の入会受付を行った。 

【入会数】56名 

随時 Facebookに同窓会ページを開設し、同窓会活動について周知を

図った。 

 

（３）同窓会継続のための仕組みづくり 

 期を越えて、同窓会が継続できるよう委員会活動等に取り組んだ。 

日程 主な内容 

同窓会運営委員会 

平成 25年 12月８日 

１月 19日 

平成 26年２月 23日 

     ３月８日 

同窓会の事業実施のため、同窓会運営委員会を設置し定例会を

開催した（４回）。同窓会運営委員会委員は、企画班、広報班、

総務班に分かれて随時、活動に取り組んだ。 

＜委員＞ 

１期：大曾根希、高橋幸子（看護）、藤井伸行（PT）、田口健介、

前田優（OT）、森田裕輔（栄養）、薬師寺朴（社福）  

２期：青山祐子、熊倉明日香（栄養）、赤間篤、伊森由美、齋藤

真哉、田村いずみ（社福）  

３期：荏原優子（看護）、高田健人（栄養）、栁川友紀子、薬師

寺奈津美（社福）  

４期：新岡亜美、一番ヶ瀬友佳、澤口りえ（社福）  

５期：小柳津亮太（社福） 

６期：黒川知昭（社福） 

７期：中島亜衣、松浦幸太（社福）  

＜オブザーバー＞ 

県立保健福祉大学学生自治会 

 

３．同窓会設立の経過 

（１）各期・学科の同窓会活動 

 各期・学科の同窓会が設立され卒業生同士の交流、研さんに取り組んできた。 

日程 主な内容 

平成 19年 一輝会が設立 

平成 21年 リハビリテーション学科理学療法学専攻同窓会が設立 

平成 21年 三期会が設立 

平成 22年 四季会が設立 
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（２）同窓会設立検討会、「同窓会について考える会」 

 大学設立 10年を契機に、大学全体の同窓会設立について大学より提案を受け、各期・学

科同窓会の運営委員が集まり検討を行った。 

日程 主な内容 

平成 24年 12月 21日  

平成 25年１月 17日 

２月 17日 

同窓会設立の経緯、各期の同窓会の状況、設立に向けて、今後

のスケジュール「同窓会について考える会」の開催検討 

平成 25年３月２日 ＜同窓会について考える会＞ 

参加者数 32名（会終了後の交流会 36名） 

○仕事に対して思うこと、同窓会としてやりたいこと等 

 

（３）同窓会設立準備委員会 

「同窓会について考える会」を経て、同窓会設立検討会を同窓会設立準備委員会に発展

し、設立に向けた諸準備に取り組んだ。 

日程 主な内容 

平成 25年４月 21日 

５月 26日 

６月 30日 

８月 18日 

９月 22日 

10月 27日 

11月 17日 

○設立総会に向けた流れ、ワーキンググループの説明・決定 

○各グループでの話し合い 

○同窓会規約案、設立総会、連絡方法、スカイドライブの使用

方法、大学との打合せ 

○設立総会次第、同窓会入会申込書、当日の流れ、役割分担の

確認 

 

（４）大学等との連携 

同窓会設立準備にあたり、「神奈川県立保健福祉大学を支援する会」から助成金 30 万円

の支援、大学事務局（金先生、武藤事務局長、長田教務学生課長を中心とした事務局の方々）

から事務関連（規約等書類作成の助言、問合せ対応、資料印刷等）の支援をいただいた。 

 また、在校生とのつながりを作ることを目的に、学生自治会役員の方々に準備段階から

支援をいただいた。 
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神奈川県立保健福祉大学 同窓会設立趣意書 

昨年、わたくしたちの母校、神奈川県立保健福祉大学は、開学 10 年を迎え、

すでに 1，700 人を超える卒業生がそれぞれに Human Services の想いを持ちつつ、

保健医療福祉等の諸分野で活躍しています。  

一人ひとりが持つ想いの花を咲かせる道程は険しく、同じ母校を出た多くの

仲間に支えられていることに改めて気づかされます。  

これまで、学年・学科ごとにいくつかの同窓会が設立されましたが、全ての

同窓生が一体感を得ることができる組織が無い状況にありました。  

同じ母校で学んだことで、専門領域に限らず、さまざまな分野の垣根を越え

て成長し合える、緩やかな卒業生同士の「縁」を作ることができないか、そし

て、大学と相互に協力し、Human Services の学術が深まる循環を作ることができな

いか。こうした想いから、本学の各学科卒業生有志で「県立保健福祉大学同窓

会設立準備委員会」を発足し意見交換を重ねた結果、全体の同窓会を設立する

運びとなりました。  

この同窓会では、次の縁を創り、地域社会との循環を生み、Human Services の実

現及び地域社会の発展に貢献していく所存です。  

一、同窓生と同窓生の縁  

一、同窓生と在校生の縁  

一、同窓生と大学の縁  

皆さまにおかれましては、趣旨にご理解、ご賛同いただき、今後の格別のご

支援とご協力を賜わりますよう、何卒よろしくお願いいたします。  

平成 25 年 11 月 30 日  

神奈川県立保健福祉大学 同窓会設立準備委員会  
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〈設立総会・交流会・懇親会〉 
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― これまでも、これからも成長し合える緩やかな「縁」づくり ― 

 

発行日 平成 26年 9月 

発 行 神奈川県立保健福祉大学同窓会 

連絡先 kuhs-reunion@kuhs.ac.jp 
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